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　南光台小学校区子ども会育成会は、南光台夏まつり子ども会大会を仙台市子ども会育成会災害義援金活用事業として実施しました。
南光台夏まつり子ども会大会は、今年で39回目となります。17の地区の実行委員の子ども達・育成者達とで、７月６日・21日の２回に渡
る遊びコーナーの企画・準備・作成を経て、８月19日に無事に大成功で終えることができました。　
　子ども会旗の披露を皮切りに、紙で作成した魚を釣る『魚釣り』、地区でリサイクル品などを集めた『くじ引き』、『水ヨーヨー』、『お菓子
釣り』、マジックハンドでつかむ『スーパーボールつかみ』、『ペットボトルボーリング』の遊びコーナーで活動しました。
　また、市民センター・生活学校・児童館・ジュニアリーダーの方々にもご
協力ご参加いただきまして、むかし遊びやポップコーン・バルーンアートの
コーナーで子どもたちと一緒に遊んでいただき、楽しく交流することがで
きました。
　今年は、育成会でスタンプカードを用意し遊びコーナーを３ヶ所以上周
り、スタンプを押した子どもたちに、ご寄付をいただきましたガチャポン
カプセルを箱の中から掴むというお楽しみを行なうことができ、子どもた
ちは大喜びでした。低学年の子どもたちは、高学年のお兄さんお姉さんの
手作り品をキラキラの目をしながら楽しみ、高学年の子どもたちは、自分
たちで良く工夫して協力して成功させようと頑張る姿が見られ、子どもた
ちも育成者達も終わった後は何か得られるものがありました。
　参加した育成者からは「子どもたちが積極的に行動して協力し合う姿に
頼もしさを感じ、準備など大変だったけどやって良かった。」という多くの
感想をいただき、とても有意義な行事でした。

仙台市子ども会連合会災害義援金活用事業

花山の大自然をたくさん感じ　他の中学校や違う学年の子と友達になろう！
～沢あそび・手作りピザ・ナイトハイク体験～ 

　平成25年７月14日（日）～ 15日（月）国立花山青少年自然の家において『泉っ子キャンプ★2013 ～中学生編～』を開催い
たしました。泉区内の中学生15名が参加し、沢あそび・手作りピザ・ナイトハイクなど大自然いっぱいの花山で自然体験活動
を通して、仲間と協力し合う大切さを学びながら交流を深めていました。

クワガタ発見！

手作りピザを前に
にっこり笑顔沢あそび

★参加者の感想★
　自然の美しさと素晴らしさなどといった私たちが
普通では感じることのできない自然の奥深さを感じ
ることができました。 私は、沢遊び・ナイトハイク・野
外炊飯など色々な体験をして楽しみました。しかし、
私はこのキャンプを通して他校の友達やキャンプリ
ーダーのうっち・かつお・くろちゃん・みっさなどの
人々に会えたことが最も楽しいことだったと思って
います。これからどんなところで会うか分かりませ
んが、いつかまた会いましょう。
　キャンプをしてくれた皆さん、本当にありがとうご
ざいました。 

～仙台市子ども会連合会災害義援金活用事業～
　震災後、全国の様々な団体・個人より仙台市子ども会連合会へ寄せられた義援金。今年度、仙台市子ども会連合会
災害義援金を活用した12校区育成会（将監西・将監・七北田・南光台東・南光台・黒松・長命ヶ丘・住吉台・高森東・加
茂・虹の丘・泉松陵）の中から、南光台小学校区子ども会育成会の活動をご紹介いたします。

【第39回南光台夏まつり子ども会大会：南光台商店街振興組合共催 】

泉っ子キャンプ★2013 ～中学生編～

校区活動紹介



　平成25年10月5日（土） 泉区まちづくり推進協議会主催『2013泉ヶ岳悠・遊フェスティバル』が開
催されました。会場の泉ヶ岳スプリングバレースキー場には、多くの家族連れが集まり、一足早く大自
然の秋を満喫しました。 泉区子ども会育成会のコーナーでは、バルーンアートやフリスビーの遊びを通
し、親子でのふれあいを楽しんでいただきました。 小雨が降ったりやんだりのあいにくの天気ではあり
ましたが、多数の皆さんにご参加いただき、ありがとうございました！

お父さんの応援
を背にペットボト
ルめがけて、思い
っきりフリスビー
を飛ばします。

子ども達は自由自
在に形を変えるカ
ラフルなバルーン
に夢中になってい
ました。

専
門
指
導
委
員
研
修
会

　
十
一
月
二
十
七
日（
水
）泉
区
役
所
本
庁
舎
五
階
五
一
〇
会
議
室
に

お
い
て
専
門
指
導
委
員
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。講
師
に
地
域
社
会
デ

ザ
イ
ン
・
ラ
ボ
代
表
　
遠
藤
智
栄
氏
を
お
迎
え
し「
情
報
交
換
会
で
の

司
会
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、情
報
交
換
会
の

司
会
者
の
心
構
え
と
進
め
方
に
つ
い
て
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
最
も
重
要
な
ス
キ
ル
の

一
つ
と
言
わ
れ
て
い
る『
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』。今
回
の

研
修
会
は
、参
加
者
全
員
が
司

会
者
役
を
体
験
し
、そ
の
体
験

を
通
し
て
司
会
の
ポ
イ
ン
ト

を
確
認
し
な
が
ら
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
の
知
識
と
技
術
を

学
び
ま
し
た
。

　
遠
藤
智
栄
氏
は「
今
日
の
研

修
会
で
の
約
束
は
、こ
の
研
修

会
を
体
験
・
練
習
の
場
と
捉
え

て
積
極
的
に
参
加
し
、楽
し
み

な
が
ら
相
互
に
学
び
合
う
こ

と
。そ
し
て『
私
の
実
践
宣

言
！
』と
し
て
、研
修
会
で
体

験
し
た
こ
と
の
中
か
ら
実
践

で
き
そ
う
な
こ
と
を
一
つ
持
ち
帰
り
、校
区

や
地
区
子
ど
も
会
育
成
会
活
動
で
い
か
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」と
お
話
、フ

ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
①
関
係
づ
く
り
②
場

づ
く
り
③
か
み
合
わ
せ
る
④
行
動
づ
く
り
の

四
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
区
分
し
、わ
か
り
や
す

く
ご
講
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
四
つ
の
ス
テ
ッ

プ
を
心
得
る
こ
と
、プ
ロ
セ
ス
や
段
取
り
、話

し
合
い
の
雰
囲
気
作
り
、参
加
者
の
方
々
の

多
く
の
意
見
を
共
有
す
る
方
法
な
ど
、司
会

者
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
多

く
の
事
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、と
て
も
有
意

義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

ファシリテーション=「支援」「促進」
●人々の参加と学びを育て、納得度を高
　めて、そして促進・創造する方法
●人々が相互に生かし合うための技法

情報交換会での司会者のスキルアップ研修
講師　地域社会デザイン・ラボ代表　遠藤　智栄　氏

フリスビーで遊ぼうバルーン
アート



 1 4月23日（火） 泉区子ども会育成会総会 泉区役所 ―
 2 5月29日（水） 育成者研修会 根白石市民センター 107
 3 7月8日（月） 校区交流会 泉区役所 47
 4 7月14日（日）～15日（月） 泉っ子キャンプ・中学生編 国立花山青少年自然の家 15
 5 8月24日（土） 泉区民ふるさとまつり 七北田公園 304
 6 10月5日（土） 泉ヶ岳悠・遊フェスティバル スプリングバレー泉高原スキー場 ―

 7 11月16日（土）～17日（日）
 仙台市子ども会連合会育成者研修会

   第44回東北地区子ども会育成研究協議会 
秋保温泉　ホテル華乃湯 201

 8 11月27日（水） 専門指導委員研修会 泉区役所 18
 9 12月3日（火） 校区交流会 泉区役所 41
 10 １月18日（土）～19日（日） 泉っ子キャンプ 泉岳少年自然の家 42
 11 2月26日（水） 校区交流会 泉区役所 
 12 3月1日（土） 広報誌発行 － ―
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　広報誌「いずみ」を見るだけの立場だっ
た私達が作成に関わり編集という大変さ
を実感しました。ご協力頂いた関係各位に
心より感謝申し上げます。

広報部員一同

仙台市泉区子ども会育成会主要事業平成25年度

表 彰 者 一 覧平成25年度
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ま
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人
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濵
野
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　（
虹
の
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◇
全
国
子
ど
も
会
連
合
会

 
（
個
人
） 

内
海

　恂
子

　（
南
光
台
）泉区子ども会育成会表彰　刀根　和子 様 （将監西）


